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先天眼振における緩徐相速度分析

―視運動性眼振刺激の非対称性―

大野 卓治,吉田 正樹,河合 ―重

東京慈恵会医科大学眼科学教室

要

先天眼振の発生機序の検索を目的として,11名 の症例

に対 し視運動性眼振 (以下,OKN)刺激を負荷 し,誘発 さ

れた眼振の緩徐相速度および方向を分析 した。先天眼振

患者に対 し暗室下で眼振が消失したことを確認したのち

に OKN刺激を負荷 した結果,OKN刺激に対 し正の反

応を示す緩徐相をもつ眼振,OKN刺激に対 し負の反応

を示す緩徐相 (錯倒現象)を 有する眼振,振子様眼振の 3

通 りの反応が得 られた。また,3例 において 1方 向の

OKN刺激に対 しては錯倒現象を呈するが,反対方向の

約

刺激に対 しては錯倒現象を来さない現象が観察 された。

以上の結果から,先天眼振患者の滑動性眼球運動下位機

構には左右の方向性支配が存在 し,その方向性支配の一

側または両側の障害によって先天眼振が発生する可能性

が示唆された。(日 眼会誌 100:159-162,1996)
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眼球運動下位機構

An Analysis of Slow Phase Velocity on Congenital Nystagmus-Asymmetrical
Responses of Optokinetic Stimulation

Takuji Ohno, Masaki Yoshida and Kazushige Kawai
Departtnent of Ophthalmology, The Jikei Uniaersity School of Medicine

Abstract
The responses of optokinetic nystagmus (OKN) difrerent directional slow eye movement subsystems

were examined in 11 patients with congenital (rightward and leftward) exist in CN patients and
nystagmus (CN)' When the nystagmus was almost that the mechanism of CN is unilateral or bilateral
suppressed in a dark room, the OKN stimulation was dysfunction of the two different directional slow eye
started. There were three different type of OKN movement subsystems. (J Jpn Ophthalmol Soc 100:
respones: bilaterally reversed OKN, unilaterally, 159-162, 1996)

reversed OKN and pendular oscillation. Three of 1l
patients had normal direction in the slow phase of Key wards: Congenital nystagmus, Optokinetic
OKN in one direction, but reversed OKN in the nystagmus, Reversed OKN, Slow eye
other direction. These findings suggest that two movement subsystem

I緒  言

器質的疾患が存在せず,生後早期からみられ,滑動性眼

球運動系の機構が高利得のためその機能が不安定となり

発生する眼振は,い わゆる高利得型の先天眼振 (以 下,

CN)と いわれている1)2)。 CNに おいて,視運動性眼振 (以

下,OKN)刺激を負荷すると負の緩徐相を持つ眼振,す な

わち,錯倒現象が観察されることが知られている3)。 しか

し,そ の波形 は,眼位4),刺
激時間5),被験者の注意6)な ど

様々な条件で変化するため,容易には分析することがで

きない。この錯倒現象において OKN刺激の方向により

差がみられた という報告
7)～ 9)は い くつかみられ,そ の原

因には追従性眼球運動と固視 との相互作用の異常などが

推定 されている。今回,我々は 11名 のCN症例 に対 し

OKN刺激を負荷し,方 向別 にその緩徐相速度分析を行

い,若干の知見を得たのでここに報告する。
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II実 験 方 法

対象は,視力 0.7以上でCN以外に器質的疾患を有 し

ない 10～47歳 までの男性 7名 ,女性 4名である。あらか

じめ被験者にOKN刺激の個々の視標を追従しないよう

に指示しておき,完全暗室下で開眼させ,電気眼球運動図

(以下,EOG)波形で眼振が消失したのちに,60°/secの等

速度の反時計方向 (以下,CCW)と 時計方向(以下,CW)

のそれぞれの方向の OKN刺激を急に出現させた。OKN
刺激装置 として,視角 2° の自色縦縞視標が 30° の間隔で

投影されるNagashima OK lを使用した。EOG波 形の

記録において追従性眼球運動の混入をできるだけ避ける

ため,刺激開始直後 5秒間に得られた眼振波形の直線部

分を緩徐相速度 として算出した。EOG記録には,直流増

表 1 視運動性眼振 (OKN)刺激開始直後から 5秒間に

観察された眼振の緩徐相速度と利得

CCヽV CW

症 例 速 度
(deg/sec) (deg/sec)

利 得   速 度   利 得

日眼会誌 100巻  2号

幅器 と0～25 Hzの 帯域 フィルターおよび 50 Hz除 去

フィルターを併用した線形熱ペン方式による DC‐EOG

(San―ei 5131 B)を 使用した。

III 結  果

11例 中 7例にOKNでのCCWに おいて もCWに お

いてもともに錯倒現象が観察され,こ れら7例 の OKN
刺激開始直後から5秒間に観察された眼振の緩徐相速度

と利得を表 1に 示す。速度および利得に示す記号“―"は

OKNの刺激方向に対 し負の反応を示す緩徐相,す なわ

ち,錯倒現象であることを表している。これら 7例中,代

表として 3例のEOGの結果を図 1～ 3に示す。図 1,2

および 3は それぞれ症例 1,2な らびに 3の EOG波形

で,暗室下で眼振が消失したのち,矢印の時点で OKN刺
激を開始 している。図 1～ 3と もに上段のCCWでは刺

激開始直後から視標 とは逆方向への緩徐相を示す眼振が

みられ,錯倒現象が示された。下段のCWで も同様に刺

激開始直後から視標 とは逆方向への緩徐相を示す眼振が

みられ,錯倒現象が示された。

一方,11例 中 3例ではOKN刺激でのCCWも しくは

CWの一方のみに錯倒現象が認められた。これ ら3例の
1  -54
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7  -52

9■L13.0

3± 3.41

3=L10.4

6± 5.04

9:士:3.33

2± 7.86

5±二7.21

85± 0.11

74± 0.06

741上 0.17

68± 0.10

57± 0.06

52± 0.13

87=LO.12

-28

-44

-32
-66

-77

-76

-63

1± 1.70

4± 7.22

1± 7.05

21±:8.10

5[±:6.75

0± 5.57

9± 12.1

CCW

CCW

CW

-0
-0
-0
-0
-0
-1

-0

-0
-0
-0
-1

-1

-1

-1

46± 0_02

74:±:0.12

53± 0.12

10± 0.13

29:± 10.11

27± 0.09

10± 0.20

↓

↓

CCW:反時計方向 CW:時 計方向

↓ CCW

↓
CW

OKN 60deg./sec

図2 症例 2の EOG波形を示す.

CCW,CWと もに錯倒現象を呈している

T
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図 1 症例 1の電気眼球運動図(EOG)波形を示す.

上方向は右向きの,下方向は左向きの振幅を示す.上段

は反時計方向(CCW)の ,下段は時計方向(CW)の 結果

である.被験者は暗室下でも視標も注視指示も与えら

れないため眼振が消失している。矢印は刺激の開始を

示す。CCWでは,視標が反時計方向に右から左へと移

動するにもかかわらず,左から右への緩徐相を示す眼

振,す なわち錯倒現象を呈している.CWでも同様に,

視標が時計方向に左から右へと移動するにもかかわら

ず,右から左への緩除相を示す眼振,す なわち錯倒現象

を呈している。

OKN 60deg./Sec

図3 症例 3の EOG波形を示す。

CCW,CWと もに錯倒現象を呈している

叫一‐ＳＣＣ
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表 2 視運動性眼振 (OKN)刺激開始直後か ら 5秒間に

観察 された眼振の緩徐相速度 と利得

CCW CW

症例

↓
ICCW

↓CW

速 度
(deg/sec)

利  得 速 度
(deg/sec)

利 得

-7.90± 170-0.13± 0.03  25.4=0.4  0.42■ 0.007

40.1± 4.3  0.67± 0.1 -50.6± 1.9 -0.84± 0.03

32.1± 5.1  0.54± 0.1 -40.6± 9.2 -0.68± 0.2

CCW

３

「
Ｄ

ｄＣ
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ＴＬ
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OKN 60deg./s∝

図4 症例 8の EOG波形を示す.

CCWで は矢印の刺激開始直後から,右から左へと移

動するOKN背景指標と逆方向の緩徐相をもつ眼振が

観察され,錯倒現象を認める。一方,CWに おいては刺

激開始直後から左から右へと移動するOKN背景刺激

と同方向に,左から右への緩徐相をもつ眼振がみられ

錯倒現象は認められない.

OKN刺激開始直後から5秒間に観察された眼振緩徐相

速度 と利得を表 2に 示す。これら3例中 2例 の EOGの

結果を図 4,5に示す。図 4,5がそれぞれ症例 8,9の結

果で,症例 8ではCCWに ,症例 9で はCWに刺激開始

直後からOKN背景視標 と逆方向の緩徐相 をもつ眼振,

すなわち錯倒現象が観察 された。しかし,症例 8の CW,

症例 9の CCWに おいては,刺激開始直後か らOKN背
景視標 と同方向の緩徐相をもつ眼振が観察 され,錯倒現

象は認められなかった.

11例 中 1例ではOKN刺激開始直後か らCCWお よ

びCWと もに振子様眼振が誘発された。その EOGの 結

果を図 6に示す。本症例では眼振が振子様のため,緩徐相

の方向と速度の分析は不可能であった。

IV 考  按

CNの発生機序に関して,眼振緩徐相が正の指数関数

を示すことから,滑動性眼球運動下位機構の高利得不安

定が原因であるという説
1)が あるが,滑動性眼球運動下

位機構の実体に関しては明確な解答が得られていないの

が現状である。視覚入力の存在下ではCNの 眼振を静止

させることが困難であることもCNの視覚刺激に対す

る反応の分析を困難にしている要因と考えられる。

OKN 60degノ sec

図 5 症例 9の EOG波形を示す。

症例 8と は逆にCCWで は錯倒現象を認めず,CWに
おいて錯倒現象を認める.

↓CCW

↓
CW

OKN 60dcgノ scc

図 6 症例 11の EOG波形を示す.

OKN刺 激開始直後から,CCW,CWと もに振子様眼

振を認める。

CN患者にOKN刺激を与えた場合に生ずるOKNの
非対称性の報告7)～ 9)は ぃくっか存在 し,そ の原因 として

視覚入力系の異常や追従性眼球運動信号と固視機構 との

相互作用の異常などが存在すると推定しているが,最終

積分器は正常に機能していると述べている。しかしなが

ら,CNの 眼振波形には速度増大型を呈するものが多 く,

また,今 回の結果からOKN刺激 を与えた場合の錯倒現

象の波形もほとんどが速度増大型であることから,OKN
の非対称性の原因は一方向性の神経積分器の高利得不安

定によるものと推定された。

一般的に正常人に対しOKN刺激を与えた場合,純粋

なOKNに加え追従性眼球運動の成分が混入していると

考えられてお り10),両
者の分離を試みた報告

11)も みられ

る。そこで CNに おいて,OKN負荷により負の緩徐相利

得の眼振,す なわち錯倒現象を来 しているときに縦縞の

追従を命じると,直後から正の緩徐相利得をもつ通常の

OKNを呈することがある6)。 このことは,錯倒現象が追

従性眼球運動の混入しない純粋な OKN反射によって誘

発されていることを示唆するもの と思われる。よって,

||
| : |一

30 deg.

Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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１

・
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CNの錯倒現象を検索する場合には,純粋なOKNの み

を抽出すべ く眼振の消失した時点で予告することな く

OKN刺激を開始 し,被験者が追従意思を持たない早期

の波形を検出することが好ましいと考えた。また,CNで
の通常のOKNの built up現象は刺激時間とともに完成

するものであるが,OKN刺激での錯倒現象の波形は,時

間とともにあまり変化しない 1例を除いて,む しろ減衰

する傾向が今回の結果から得られた.そ こで,眼振の静止

後,予告することなくOKN刺激を負荷し,眼振誘発直後

5秒間に得 られた波形のみの分析 を行った。今回検索し

た CNの 11例では,暗室下で注視視標を提示せず,注視

指示をしないことから,EOGにおいて眼振がほとんど静

止することが確認された。また,OKN刺激前に暗室下で

わずかに眼振がみられた症例においても,刺激開始直後

から緩徐相速度に明らかな変化がみられた。以上から,本

研究においてはCNに対する追従性眼球運動の混入の

少ないOKN刺激の反応を検討 し得たものと考える。

錯倒現象の原因に関する仮説には視神経線維の交叉線

維 と非交叉線維の比率の違いによって起 こるという報

告
12)ゃ

,網膜上 に写った画像がス リップするような視覚

入力に対 しての眼球運動の制御が不良であるという報

告
13)が ある。また,潜伏眼振の発生に関して視覚入力系の

異常によるという報告
14)も みられる。ところが,今回検索

したCN症例の OKN刺激に対する反応には,OKN刺
激 と同じ向きの緩徐相をもつ眼振を来す場合,OKN刺
激 と反対向きの緩徐相をもつ眼振,す なわち錯倒現象を

来す場合,振子様眼振を来す場合の 3通 りが観察された.

これら3つ の OKN刺激に対する反応を,CNの 緩徐相

を支配する眼球運動下位機構の一元的な異常で説明する

ことは困難である。また,脳幹小脳の疾患において神経積

分器が障害され眼振を呈する症例を精査すると,純粋に

片側方向のみの滑動性眼球運動障害が観察されることが

ある15)。 これらのことから,眼球運動下位機構には右方向

および左方向の方向性をもつ 2つの異なる機構の存在が

推定される。この機構はCNで両方向性に障害されるこ

とが多いものの,11例中 3例 は 1方向のみに錯倒現象が

みられたことから1方向のみが障害される場合 もあると

考えられた。

以上から,CNは右方向または左方向を支配する異な

る滑動性眼球運動の下位機構に支配されているものと推

察された。
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